







































































ガーのデータを解析した結果,沢 ･シキミ群落 ･スギ群落は尾根 ･シバ群落 ･海岸と比較して日中と夜
問の気温の変化が小さく,平均気温は下回るものの最低気温は高かった.観察されたサルの泊まり場選
択は,殺低気温の高い沢を利用することにより夜間のエネルギーロスを防ぐためと考えられた.
来年度以降は引き続き温度データを収集するのに加え,他の物理要因,他の群れの位置,水場の位
置などの情報も収集し,これらの諸要因とサルの行動圏利用との関係を解析する.
自由4
秋から冬にかけてサルの主食となる果実の結実の年次変動
高槻成紀 (束京大 ･総合研究博物館)
2000年の秋以降 4回の秋から冬にかけてのシーズンについて主要4果実樹種 (カヤ,ブナ,ケヤ
キ,シデ)の結実最を,口が円形のトラップを柾ごと10個設置して調査した.年次は以下,2000年か
ら2001年にかけての冬を｢oo冬｣などと表現する.その結果,種ごとに明らかな年次変動があり,カ
ヤはoo冬と01冬はまったく結実せず,02冬に少量,03年に大量 (49±76個/m2)であった.ブナは
oo冬は微量,01年はなしだったが,02冬と03冬は豊作 (それぞれ251±247個/m2,203±347個/m2)
であった.ケヤキはoo冬と03冬がそれぞれ2404±1271個/m2と2407±3688個/m2の豊作で01冬
と02冬は凶作であった.シデはケヤキとよく似た変動をとり,oo冬と03冬が豊作(1945±2326個/m2
と1371±726個/m2)であった.この結果,サノウにとっての冬の食物環矧 まoo冬はケヤキとシデの小
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